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事業主体 うるま市商工会

参画団体

【公的機関】

うるま市、（財）おきなわ健康長寿研究開発センター

【民間企業等】

㈱デジタルあじまぁ、㈲開発屋できぃたん、㈱うるまバイオ、㈱津梁、

㈱コープ沖縄、津田食品、㈱琉珉珉、㈱アイランド、㈲池宮城畜産

【民間団体】

勝連漁業協同組合

活用する

地域資源

【現在活用を推進している地域資源】

モズク

これまでの

活動内容

１．活動の目的

①生産量日本一の特産品であるモズクを活用した新商品の開発を行い、地域ブラン

ドとして育成し、モズクの利用拡大による漁業の振興と、加工製造業の育成およ

び観光関連産業への直接間接的波及効果を産み出すことを目指す。

②健康食材・美容素材としてのモズクを、域内市場に向けては地産地消の体制を構

築し、差別化した域外市場向けの新商品開発との市場開拓を行う。

２．これまでの活動内容

①勝連漁協では、平成１３年からモズクの日（４月の第３日曜日）を制定しモズク

料理コンテスト実施するなど地産地消をアピールしてきた。また、これまでモズ

ク麺、モズクドレッシング、モズク焼売などを開発してきた。

②うるま市では、平成１９年２月、市産品４企業、特産品５企業、推奨品承認１７

企業の認定をした。５１アイテム中でモズクを活用した商品は２企業で、佃煮等

２アイテムだった。

③うるま市、商工会、おきなわ健康財団、物産振興会が平成１９年にうるま市ブラ

ンド創出塾を開設し、マーケティング戦略、商標登録、特産品開発、適正表示等

を実施した。

④民間事業者においては、フコイダンサプリメント工場の立地、モズクを使った佃

煮商品が全国表彰を貰った。さらに、ＮＨＫにおいてモズクを使った料理レシピ

が放映された。

３．事業実施体制

招聘 支援

ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ

専門家
・コーディネーター
・デザイナー

うるま市
商工会

・うるま市
・うるま市物産振興会
・(財)おきなわ健康長寿研究開発ｾﾝﾀｰ

・勝連漁業共同組合
・民間企業（７社）

【委員会】
・特産品開発（商品開発・加工食品・ｽﾊﾟ用化粧品開発）
・販路開拓（市場調査、ﾀﾞｲﾆﾝｸﾞｼｮｰ・ｷﾞﾌﾄｼｮｰ出店）
・ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ構築（ｺﾝｾﾌﾟﾄ設定）
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今後の課題

や活動計画

１．地域資源開発の専門家の招聘と調査研究活動の実施

２．本市のモズクを中心とした農林水産物の県内外消費者向けの広報及び販路拡大

を図る。

３．地産地消推進。モズクの産地としての情報発信を強化する他、学校給食への積

極的な導入を行い、地元食材の積極的な活用促進による食育を引き続き推進

し、地産地消への理解を深め、モズク及びモズクの加工食品などの地元特産品

の消費拡大を図る。

４．加工食品（ヘルシーもずく丼・もずく水餃子・美ら海豚ボンレスハム）、健康

食品（フコイダンサプリメント）、スパ用化粧品（美容オイルなど）の新商品

開発を実施する。

行政の支援

【国】

平成２０年度 「小規模事業者新事業全国展開支援事業」

その他

○ 酢のものとしてのカップモズクは全国的に流通しているが、その他のもずく関連商品

は、市場未開拓の状況である。小麦価格の上昇と比例した最近のご飯食の広がりととも

に、“ご飯の友”食品の需要は拡大しているが、主力であったのりの供給不足から、のり

に代わる食材が求められている。豊富な生産量を持つモズクは様々な加工食品としての

可能性を持ち、マーケットニーズに対応できる食品である。

○ メタボリック症候群が社会問題化するなど、生活習慣病の予防に対応できる自然由来

の健康食品としてモズク・フコイダンは注目を浴びており、新たな健康食品としての提

案が待たれている。

○ 近年の美容・健康志向の消費者ニーズに対応できる美容製品としてモズクは有効な素

材であり、すでにスパの国際的展開を行なっている世界トップクラスのリゾートホテル

から本市への進出と同時にモズクを活用したスパ用化粧品の開発を要望されている。

連絡先等

◆うるま市商工会

電話：０９８－９７３－１０００

ホームページ http://www.uruma-shoko.jp/index.html

◆勝連漁業共同組合

電話：０９８－９８３－０００３

ホームページ http://katsuren.net/


